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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第１四半期連結
累計期間

第29期
第１四半期連結

累計期間
第28期

会計期間
自　平成28年３月21日
至　平成28年６月20日

自　平成29年３月21日
至　平成29年６月20日

自　平成28年３月21日
至　平成29年３月20日

売上高 （千円） 1,086,835 1,334,712 4,771,277

経常利益 （千円） 163,914 198,416 528,305

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 147,259 123,166 330,535

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 132,889 120,353 335,020

純資産額 （千円） 4,337,783 4,471,638 4,541,114

総資産額 （千円） 5,816,263 5,760,021 5,783,613

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 18.50 15.57 41.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 18.40 15.48 41.49

自己資本比率 （％） 74.6 77.6 78.5

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の政策動向に伴う影響等、先行き不透明な状況ではあり

ますが、個人消費や設備投資は持ち直しの動きが継続し、緩やかな回復基調が続いております。

美容業界におきましては、顧客単価の下落、来店サイクルの長期化等、サロン※注１経営において厳しい環境が続

いており、当社商品を販売するアジュバンサロン※注２においても同様の影響がありました。

このような状況のもと、当社グループは、営業方針を「年間販促計画の策定と実行」「カウンセリングの知識・

技術の習得」「アフターフォローの習慣化」「顧客分析の徹底と関係性の強化」として掲げ、サロンの安定した経

営サポートを目指すとともに、引き続き、商品の流通状況が把握できるトレーサビリティシステム等で、非正規流

通取引先※注３の取締りに取り組んでおります。

売上高につきましては、平成28年６月１日付で、エクシードシステム株式会社を連結子会社としたこと及び、ス

キンケア商品の新商品であるダイヤモンドジェイ（ＤＪ）シリーズが堅調に推移したことにより増加いたしまし

た。なお、アジュバンサロン登録軒数につきましては、当第１四半期連結会計期間末で7,392軒となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,334百万円（前年同期比22.8％増）となりました。売上高

の増加に伴い利益面では、営業利益198百万円（前年同期比20.5％増）、経常利益198百万円（前年同期比21.0％

増）となりましたが、前年同期に税務上の繰越欠損金が解消したことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益

は123百万円（前年同期比16.4％減）となりました。

 

区分別売上高は、売上割戻金を含めて次のとおりであります。

区分
前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 増減額 増減率

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） （％）

スキンケア 517 47.6 548 41.1 30 5.9

ヘアケア 605 55.7 563 42.2 △42 △7.0

カラー剤 12 1.2 10 0.8 △2 △21.3

その他 31 2.9 290 21.8 258 822.6

売上割戻金 △80 △7.4 △77 △5.9 3 －

合計 1,086 100.0 1,334 100.0 247 22.8

（注）１．エクシードシステム株式会社（連結子会社）、ADJUVANT HONG KONG COMPANY LIMITED（連結子会社）の

売上高は、「その他」に含んでおります。

２．売上割戻金は、商品ごとではなく売上高の合計を基準として割戻率を設定しているため、区分ごとに配

賦せず合計額で表示しております。

 

国内海外別売上高は、次のとおりであります。

区分
前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 増減額 増減率

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） （％）

国内売上高 998 91.9 1,254 94.0 255 25.6

海外売上高 87 8.1 80 6.0 △7 △8.6

合計 1,086 100.0 1,334 100.0 247 22.8
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当社グループは、単一セグメントであるためセグメント別の記載はしておりませんが、区分別売上高の概要は以

下のとおりであります。

 

（スキンケア）

スキンケア商品の売上高は新商品であるダイヤモンドジェイ（ＤＪ）シリーズの販売が堅調に推移いたしまし

た。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は548百万円（前年同期比5.9％増）となりました。

（ヘアケア）

ヘアケア商品の当第１四半期連結累計期間の売上高は563百万円（前年同期比7.0％減）となりました。これは、

非正規流通取引先の取締りにより、ネットショップへの流通が減少したことによるものです。

（カラー剤）

カラー剤商品の当第１四半期連結累計期間の売上高は10百万円（前年同期比21.3％減）となりました。

（その他）

その他の区分には、前第２四半期連結累計期間よりエクシードシステム株式会社の売上高が含まれております。

ＭＡＰシステム※注４におきましては、当第１四半期連結会計期間末における契約件数が252件（前期末比６件

減）となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は290百万円（前年同期比822.6％増）となりました。

 

※注１「サロン」

理美容室・エステティックサロン・ネイルサロン・アイラッシュサロン・美容クリニック等を指しま

す。

※注２「アジュバンサロン」

初回に100千円以上の仕入を行い、当社グループが指導する商品の案内方法等を定めたアジュバンサロン

契約を締結したサロンを指します。なお、平成30年３月期よりＡ・Ｃ・Ｓ登録店を見直し、アジュバン

サロンとしております。

※注３「非正規流通取引先」

カウンセリングを行わずインターネット等による販売を行うアジュバンサロン、代理店を指します。

※注４「ＭＡＰシステム」

サロンの顧客管理、経営分析のために提供しているクラウド型経営サポートシステムを指します。

 

（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して23百万円減少し、5,760百万円となりま

した。

流動資産は、前連結会計年度末と比較して９百万円減少の3,755百万円となりました。主な変動要因は、現金及

び預金の減少112百万円、有価証券の取得による増加100百万円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して14百万円減少の2,004百万円となりました。主な変動要因は、有形固

定資産の償却による減少15百万円によるものであります。

流動負債は、前連結会計年度末と比較して49百万円増加の777百万円となりました。主な変動要因は、賞与引当

金の増加62百万円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して４百万円減少の510百万円となりました。主な変動要因は、長期借入

金の減少９百万円、役員退職慰労引当金の増加４百万円によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して69百万円減少の4,471百万円となりました。主な変動要因は、親会社株

主に帰属する四半期純利益による増加123百万円、配当金の支払による減少189百万円によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は、36百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年６月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年７月28日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 7,959,600 7,959,600
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 7,959,600 7,959,600 － －

（注）１．完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式であります。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成29年７月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年３月21日～

平成29年６月20日
－ 7,959,600 － 757,176 － 717,107

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月20日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年６月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
　　（相互保有株式）

普通株式　　 50,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,908,400 79,084 (注)

単元未満株式 普通株式　　　1,200 － －

発行済株式総数 7,959,600 － －

総株主の議決権 － 79,084 －

（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式であります。なお、１単元の株式数は、

100株であります。

 

②【自己株式等】

平成29年６月20日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（相互保有株式）

エクシードシステム株式会社

岡山市北区今

３丁目24-34
50,000 － 50,000 0.62

計 － 50,000 － 50,000 0.62

（注）当社は、会社法第163条の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき、平成29年４月21日をもっ

て、当社子会社であるエクシードシステム株式会社が所有している当社株式50,000株（株式保有割合0.62％）の全

てを取得しております。

 

２【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年３月21日から平

成29年６月20日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年３月21日から平成29年６月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月20日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,391,386 2,278,885

受取手形及び売掛金 542,311 554,633

有価証券 － 100,000

商品及び製品 522,796 559,195

原材料及び貯蔵品 22,906 20,503

その他 296,652 250,949

貸倒引当金 △11,397 △8,975

流動資産合計 3,764,655 3,755,191

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 882,643 882,368

その他 743,070 746,245

減価償却累計額 △446,774 △462,071

有形固定資産合計 1,178,940 1,166,542

無形固定資産   

のれん 80,406 75,676

その他 28,123 25,094

無形固定資産合計 108,530 100,770

投資その他の資産   

その他 742,134 747,939

貸倒引当金 △10,646 △10,422

投資その他の資産合計 731,487 737,516

固定資産合計 2,018,957 2,004,830

資産合計 5,783,613 5,760,021

負債の部   

流動負債   

買掛金 174,280 160,998

1年内返済予定の長期借入金 40,446 36,180

未払法人税等 135,359 63,959

賞与引当金 98,277 161,129

その他 279,296 355,317

流動負債合計 727,659 777,584

固定負債   

長期借入金 64,935 55,890

退職給付に係る負債 34,840 35,795

役員退職慰労引当金 360,320 365,150

資産除去債務 26,858 26,845

その他 27,885 27,118

固定負債合計 514,839 510,798

負債合計 1,242,498 1,288,383
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月20日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月20日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 757,176 757,176

資本剰余金 717,107 717,107

利益剰余金 3,111,229 3,044,566

自己株式 △45,550 △45,550

株主資本合計 4,539,963 4,473,300

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △5,828 △5,109

為替換算調整勘定 6,979 3,447

その他の包括利益累計額合計 1,150 △1,662

純資産合計 4,541,114 4,471,638

負債純資産合計 5,783,613 5,760,021
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月21日
　至　平成28年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年３月21日
　至　平成29年６月20日)

売上高 1,086,835 1,334,712

売上原価 388,215 479,720

売上総利益 698,619 854,992

販売費及び一般管理費 533,734 656,357

営業利益 164,885 198,634

営業外収益   

受取利息 328 574

受取配当金 27 290

受取家賃 － 703

雑収入 313 920

営業外収益合計 669 2,488

営業外費用   

支払利息 103 194

為替差損 1,534 2,418

雑損失 2 92

営業外費用合計 1,640 2,706

経常利益 163,914 198,416

特別利益   

投資有価証券売却益 22 －

段階取得に係る差益 27,442 －

特別利益合計 27,465 －

特別損失   

固定資産除却損 － 9

特別損失合計 － 9

税金等調整前四半期純利益 191,379 198,406

法人税、住民税及び事業税 62,803 84,845

法人税等調整額 △18,683 △9,605

法人税等合計 44,119 75,239

四半期純利益 147,259 123,166

親会社株主に帰属する四半期純利益 147,259 123,166
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月21日
　至　平成28年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年３月21日
　至　平成29年６月20日)

四半期純利益 147,259 123,166

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5,113 719

為替換算調整勘定 △9,256 △3,531

その他の包括利益合計 △14,369 △2,812

四半期包括利益 132,889 120,353

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 132,889 120,353

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年３月21日
至 平成29年６月20日）

減価償却費 17,371千円 18,927千円

のれんの償却額 －千円 4,729千円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成28年３月21日　至　平成28年６月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月16日

定時株主総会
普通株式 191,030 24 平成28年３月20日 平成28年６月17日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、連結子会社が所有する自己株式（当社株式）にかかる配当金が1,200千円含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成29年３月21日　至　平成29年６月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月15日

定時株主総会
普通株式 191,030 24 平成29年３月20日 平成29年６月16日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、連結子会社が所有する自己株式（当社株式）にかかる配当金が1,200千円含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成28年３月21日　至　平成28年６月20日）

当社グループは、アジュバン化粧品の商品企画、研究開発、販売及びこれに附帯するサービス業務を営む単一セグ

メントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成29年３月21日　至　平成29年６月20日）

当社グループは、アジュバン化粧品の商品企画、研究開発、販売及びこれに附帯するサービス業務を営む単一セグ

メントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年３月21日
至　平成28年６月20日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年３月21日
至　平成29年６月20日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 18.50円 15.57円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 147,259 123,166

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
147,259 123,166

普通株式の期中平均株式数（株） 7,959,057 7,909,600

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 18.40円 15.48円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 44,513 44,934

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

 

－

 

 

－

 

 
 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年７月28日

株式会社アジュバンコスメジャパン

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西野　尚弥　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　雅史　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アジュ

バンコスメジャパンの平成29年３月21日から平成30年３月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年

３月21日から平成29年６月20日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年３月21日から平成29年６月20日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アジュバンコスメジャパン及び連結子会社の平成29年６月20
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事
項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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